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商品価格高騰の恩恵を受け貿易黒字が増加 

ブラジルの輸出が好調である。2021 年の輸出は、前年比 34.2％増となっていた。特に

2021 年 4-6 月、7-9 月は、それぞれ前年同期比 41.8％、45.9％と 5 割増に迫る伸びにな

っていた。10-12 月は 30.7％増にやや鈍化したものの 2022 年 1-3 月も 30.5％増と 10-12

月並みの高い伸びを維持している。 

輸出好調の主因は商品市況の高騰である。2021 年、農産物や鉱物などの一次産品輸

出は数量ベースではほとんど伸びなかった（前年比－0.3％）が、価格は 36.5％上昇し、

金額は 36.2％増となった。一次産品はブラジルの輸出全体の 58.8％（2021年）を占めて

いるので、一次産品だけで輸出全体を 21.6％ポイント押し上げたのである1。 

図 1 ブラジルの輸出 

 

  

 
1 同年、製品輸出も増加していたが、全体への寄与度は 8.4％ポイントだった。 
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 2021年は輸出が増加する一方、輸入も拡大していた。輸入は 2020 年に前年比－14.2％

と減少したが、2021 年は同 40.4％と急増した。貿易収支は 2020 年の 504 億ドルから

2021年には 612億ドルへと 21.4％増加した2。 

図 2 ブラジルの輸出入と貿易収支 

 

しかし、2021年を前後半に分けると、下期は輸出の伸びが 6.2％に鈍化する一方で輸

入は 21.2％増加しており、貿易収支は 369億ドルから 243億ドルへ 34.1％減となってい

た。もっとも減少したとはいえ貿易収支は年率換算で 500億ドルに迫り、2022 年 1-3月

もほぼ横ばいとなっている。 

交易条件の改善で潤うも、足元では悪化方向 

輸入価格を上回る輸出価格の上昇は、交易条件の改善をもたらす。2021 年は、交易条

件の改善がブラジルに多額の交易利得をもたらし、実質 GDP 成長率以上の好況をもた

らしていたはずである3。 

しかし、このブラジルにとっての追い風は 2021 年前半で止まったようである。交易

条件指数は 2021 年 6 月にピークを迎え（122.7）、最近は 103.1 まで低下してきている

（2月）。 

交易条件指数は（輸出価格指数）÷（輸入価格指数）で算出される。分子である輸出

価格指数の上昇が一旦低下してきたのに対し、分母の輸入物価指数は一貫して上昇して

きているからである。商品市況の上昇により輸出価格の上昇が先行していたが、投入価

格や輸送費の上昇によりブラジルが頼る工業製品への価格転嫁が進行し、交易条件は悪

化し始めたのである。 

3月以降は、ウクライナ戦争の影響で再び商品価格が上昇しており、輸出価格も上昇

すると思われる。しかし、時間差をもって輸入価格もいずれ上昇してくると思われる。

消費者物価はすでに前年比 11.3％（3月）に達している。輸入価格の上昇は、さらに国

 
2 2019年の貿易収支は 352 億ドルだった。 
3 実質国民所得（GNI）＝実質 GDP＋交易利得と定義される。ブラジルの 2021 年の実質ＧＮＩはまだ発

表されていない。 
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内のインフレに拍車をかけることになる。 

図 3 交易条件 

 

 結局、輸出数量が伸びず価格のみが上昇している状況では、景気拡大効果が限られ

ているうえ、輸入物価が後を追って上昇してくれば、交易利得もたちまち失われ、イン

フレだけが残る状況に陥る。持続的な景気拡大には世界経済の拡大による輸出数量の増

加が望まれるが、ウクライナ戦争の影響で世界の予想成長率は引き下げられているほか、

商品市況の上昇自体が行き過ぎればいずれが輸出数量の鈍化に繋がってくる面もある。

ブラジルは資源国であるが、商品価格高を手放しで歓迎できないのである。 
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